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＜病棟連絡事項＞
・迅速にインフルエンザワクチンの接種の意向を本人、御家族へ連絡していきましょう。

いる。

＜ベッドコントロール＞
・本田　未来様～10/23東病棟より西病棟Aユニットへ転入予定となっています。
＜患者様連絡事項＞
・松川　順子様～ピコスルファートナトリウム内用液4本処方となっています。

・立花　圭様～ユベラ軟膏1本処方となっています。

・中道　浩悦様～排便5日なくグリセリン浣腸液60ｍｌ　1本処方となっています。浣腸施行前に排便あり、返却しています。
　　　　　　　　またPSWからの情報で家族より退院後、本来はパーキンソン病に特化した施設、東京のPDハウスに入所させたいという希望があるとの事です。入所募集開始となっている為、家族が当該施設に入所可否や要件、必要な書類などについて確認する予定です。サコージュ塩入へ一旦入所してそこから入所できるかも含めて確認する予定となっている為後日連絡が入る予定です。
・橋本　とし様～南風苑は金銭的には無理で、別の有料老人ホームをあたる予定で1件空きがあるグループホームがある為情報提供する予定です。10/29　14：00
　　　　　　　　ケアマネと施設スタッフが訪問調査に来る予定です。
・小栗　健太郎様～面談日10/27　15：30主治医許可頂いています。特診予約しています。

・見付　龍矢様～本日サービス担当者会議実施しています。障害区分の申請が必要でいたが、されていない事からグループホームの入所が出来ません。もう一度担当者会議を行いグループホーム入所の運びとなった為、退院日時未定となっています。
・小泉　裕子様～本日面談予定です。面談の結果については記録参照してください。
・澤代　榮子様～悠湯の里について本人拒否あり大川PSWへ報告しています。いったん中止として別の施設を探していく事になります。
・大久保　すい様～長男へ北病棟転出になる予定と任意入院に切り替える事、移動になった際も転倒に注意していく事を伝えています。
・阿部　文香様～父様へ施設入所について話した所十和田の一覧しかもらっていない為、八戸の施設一覧欲しいと希望がありました。担当からPSWへ確認
していく予定となっています。
・山本　久美子様～インフルエンザについて家族から接種希望の連絡が入っています。
・中道　浩悦様～部屋移動24号室から21号室へ転室となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞
・立花　圭様～昨日夕方、私物に対しての要求が頻回に聞かれており、家族より対応
　　　　　　　できないとの説明に対して理解不良で一時的にやや大きな声で話す
事見られ頓服服用し落ち着いています。また、大久保貴之様への不満
から部屋移動の希望をしています。適宜、頓服使用しながら引き続き
精神症状の観察行っていきましょう。
・松谷　さと子様～昨日準夜帯で「殺される」と訴えて頓服使用しています。日中、自分の「ハサミがない」と話したりしています。警察などへ電話する事もある為電話の際は確認してからかけてもらうようにしましょう。
・藤原　絵瑠久様～小栗健太郎様との距離が近い様子見られています。男性の部屋に侵入しない様注意していきましょう。化粧が濃くなってきています。また、本日は希死念慮はありませんが引き続き精神症状の観察を行っていきましょう。
・小笠原　笑子様～日中バイタルサインの異常ありません。昨日田中Dr.往診され、昨日で点滴終了となっています。飲水強く拒否する事あり、尿路感染症などの疑いがある為、深澤Drより水分取らなくなったら点滴する事を伝えるよう指示ありました。昼食は残食あり1/4程度の摂取となっています。
引き続き身体症状の観察を行っていきましょう。また依存的な様子ある為、発熱は無い為少しずつレストラン移動や服薬など自分で来るように活動促していきましょう。認知症状も多く見られている為、都度介入していきましょう。
・池田　康憲様～昨日23:40気分不快を訴え来詰しています。顔色不良さあり、「寝ていられない」と話しています。血圧119/81ｍｍHg、脈拍56回/分、体温36.5℃、SpO₂98％。四肢冷感なし。時折頭痛と軽度の吐気もあるとの事で血糖測定実施し226㎎/dlと高値となっています。その後1時間おきにトイレ覚醒されていますが、その後身体不調の訴えはありません。次回採血結果次第で間食量について戻してもらうか検討していきましょう。
・成田　富士子様～他患者様に関する訴えあり、阿部文香様と話しをしている際、安達貴浩様、神田直樹様等が会話に入って来る事があり、阿部様と話す自分に嫉妬している様子である為どうしたらよいかなどと訴えています。トラブルに注意していきましょう。
・中道　浩悦様～トイレ移動など同室の安達様に依存的です。何かあった時にはスタ
ッフが対応するようにしていきましょう。できるところまで介助し
てしまうと本人の能力を低下させてしまうのでできる時は自分で行
って頂くようにしましょう。部屋移動も検討していきましょう。
・安達　貴浩氏～中道様により介助を求められて行っている事があります。不満を話
している事がある為、環境調整していきましょう。また本日午後、
立花様から馬鹿にされたと大声をあげています。頓服服用し落ち着
いています。精神症状の観察と他者トラブルに注意していきましょ
う。
＜馬渡Dr診察情報＞
・阿部　文香様～先日外出していること、その際に父様に施設申し込み状況確認しているが、見学等行っていない事情報提供。今年中に施設申し込みを進めないのであれば、自宅退院も視野に入れるよう伝えていくように指示あり。診察時本人より量足底の豆が痛いと訴えあり、悪化するようであれば皮膚科診察検討するよう話あります。
・神田　直樹様～先日母様よりアパート探しの進捗情報で月約3万の赤坂荘を検討していること、入居する為には大家さんと本人の面会が必要になること、特定女性患者様との距離が近く、連絡先を渡していたことを情報提供しています。大家さんとの面会については病棟のルールに従って行ってもいいと許可ありました。連絡先を渡したことについては本人へ指導するように指示ありました。診察時最近イライラするが薬で落ち着いている、と本人話しています。主治医からは薬を飲むのではなく、退院に向けて自分での対処法をみつけていくように話があります。手の痺れの訴えあり、他科受診を考えている様子です。悪化しない様であれば様子をみるか、受診したいのであれば退院後に通ってもいいのでは、と主治医は話しています。
・佐々木　康子様～コロナワクチン、インフルエンザワクチンの接種希望されていること情報提供しています。診察時、本人からも摂取したいと希望きかれている。体力がないと副反応が出やすくなる為、きちんと食事を摂って体力をつけるように主治医から話されています。
・澤代　榮子様～11月中旬に悠々の里へ入所の方向であるが、本人が自宅から近い為嫌がっている事、日曜日に小刻み歩行やめまいの訴えがあったこと情報提供しています。診察時、顔面の痛みはないと本人話している。現在内服している薬の副作用で歩きにくくなるものがある為、筋肉の強張りを弱めるための薬を処方するか聞かれ、本人希望あり
　　　　　　　　明日からピぺリデン塩酸塩（1）2T　2×朝夕で追加になる。この薬の副作用で便秘等ある為、そのような場合は減薬や中止を検討していきましょうと話されている。
＜金Dr診察情報＞

・赤坂　キミ様～要支援1になったこと、同室患者様へ過干渉となっていること情報
提供しています。診察では体調は落ち着いていると話しています。
・飯岡　未来様～夕方から夜勤にかけて妄想言動があること、夜間大声出す事や警察に電話要求あること情報提供する。診察では「眼が上にいきそう、怖い。」と話す様子あり。臨時薬継続処方、フェルビナクスチック軟膏1本処方となっています。
・中村　聡様～落ち着いて過ごす事出来ている事を情報提供しています。診察では3
週問題なく過ごせている為、引き続き努めるよう説明を受けています。

内服継続処方となっています。
・佐々木　章洋様～女性患者様に付きまとわれたこと、頓服使用頻度多い事、外泊訓練日数を増やしてほしいと話していた事情報提供。

診察では女性患者様に付きまとわれ嫌な思いをしたように、母親も同じ思いをしていること、自身も配慮が必要なこと説明をうけ、了承あり。内服変更ありません。
・小泉　裕子様～同室患者様と夜間口論となった事、退院希望あること情報提供しています。診察では口論となった事を落ち着て話す事出来ています。

先週気分高揚さや気分落ち込みが2回あったと話すが以後落ち着　いたとの事。また、本人より内服自己管理希望あり、主治医口頭で許可有。

退院についても父に確認した際、主治医に聞くよう言われたこと話しています。

主治医より、病棟から父親に意向を確認し、良ければPSWに相談し、施設選定していくように指示ありました。
＜青陽館情報交換＞
・プログラム内容に調理、発達障害の勉強会、クラブ活動（書道や音楽）が追加になりました。
・退院が近い患者様入るが対象ではない事伝えています。
＜スタッフミーティング＞
多職種連携についての意見交換
・普段から他部署のスタッフとコミュニケーションを取るようにしている。分からなければ直接言いに行くなど関係性を良好にしておく必要がある。
・職種の詳しい情報を知っている事もある為確認している。その仕事内容をどこまでするか曖昧で線引きが難しく進捗の確認をしている。
・都度止まったりしている事がある為情報を飛ばしたりしている。
　1個の問題に対して横のつながりを大事にしている。
・職種の線引きを勝手にしている事が多い為関係性が大事。
・情報は一方的にならないように。口とメモでもうしおくらないように、記録で残したりメールを活用し情報共有が大事。
